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■T.C.さん 

（2009 年 3 月アンケート記入） 

 

留学先について 

学校名：Universidad Autonoma de Guadalajara（UAG:グアダラハラ自治大学）付属語学学校 Centro 

Internacional de Idiomas （外国語センター） 

専攻：スペイン語 

留学形態：交換留学 

留学期間：2006 年 8 月～2007 年 6 月 

 

●留学の動機 

なぜメキシコに留学しようと思いましたか？なぜ他のスペイン語圏ではなくメキシコを選びました

か？ 

日本の大学でスペイン語学科に所属していた際に、大学の夏季語学研修プログラムでグアダラハラ自

治大学に 2ヶ月間滞在したことがきっかけとなり、長期留学を通してメキシコ文化を学びたいと思っ

たから。 

 

●留学前の準備期間 

留学を思い立ってから実際に現地に出発するまでどのくらいの準備期間が必要でしたか？ 

準備期間は約 1年間（入学に必要な資料収集・学生ビザ取得・スペイン語能力向上のための勉強・メ

キシコに関する情報収集） 

 

●スペイン語の勉強方法 

日本でスペイン語をどのようにして勉強しましたか？どの勉強方法が一番効果的だったと思います

か？ 

大学の授業を通じて勉強した。スペイン語講読によって文の構造を知ることと、スペイン語の新聞や

TV 番組でスペイン語に触れることが効果的な勉強方法だと思う。 

 

●情報収集方法 

どのようにして情報を得ましたか？  

所属大学のホームページや国際交流部から情報を得るとともに、入学希望大学と直接連絡を取ること

でも情報を入手した。 

 

●現地の学校への問い合せ 

学校へはどんな手段で連絡を取りましたか？その際に困ったことはありましたか？それをどのよう

に解決しましたか？ 

E-mail と FAX。特に困ったことは無く、大学側の対応はスムーズだった。 

 

●出願 

出願時にどのような書類をどこに提出しましたか？書類を準備する上で苦労したことはありました

か？それをどのように解決しましたか？出願から正式な許可書を受けとるまでに、どのくらい時間が

かかりましたか？ 

入学希望大学へ：所属大学の成績、基本的な個人情報 

所属大学へ：認定留学（私費・単位交換留学）申請書、入学許可書 

 

●出願・入学資格 

現地で入学試験を受けましたか？どのような教科の試験を受けましたか？ 

スペイン語能力を測るための、筆記・口頭試験（能力に応じてクラス分けされる） 
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●滞在許可の取得(日本での取得と現地での状況) 

どこで滞在許可を取得しましたか？ 

入国前に日本で取得した。 

 

申請時に提出を求められた書類にはどのようなものがありましたか？申請料はいくらでしたか？申

請から取得までどのくらいの日数がかかりましたか？ 

申請から取得まで約 1 ヶ月かかった。パスポート（残存期間が 6 ヶ月以上のもの）、大使館ホームペ

ージで取得した学生ビザ申請フォーム（記入済）、メキシコ教育機関による入学許可書、財政能力証

明書（残高証明：英語） 

 

●保険・医療・予防接種 

どのような保険に入っていましたか？保険料はいくら払いましたか？留学先が指定した保険に入り

ましたか？日本でどのような予防接種を受けましたか？ 

海外傷害保険（日本のもの：留学期間 1年に相当するプラン） 

所属大学により全ての長期留学者には保険加入が義務付けられていた。 

予防接種は受けなかった。渡航前に健康診断を受診。 

 

●学校生活 

現地の授業と日本の学校の授業の進め方に違いはありましたか？教授・先生の教え方や授業内容に満

足していましたか？ 

どのクラスにおいても受身ではなく、自ら発信する姿勢を求められた。ほぼ全ての授業内容に満足し

た。 

 

授業の準備はどのようにされましたか？予習・復習にどの程度時間をかけましたか？日本で学んだ語

学力は充分でしたか？ 

日々の課題をこなす。調査等は提出期限日までに少しずつ片付けていた。帰宅後 4時間ほど予習・復

習をしていた。日本で身に付けていたと思われる語学力は現地では完全に不足していた。 

 

授業以外に勉強する際、どんな場所を利用しましたか？  

構内の図書館や食堂、自宅、カフェを利用していた。 

 

試験はどのように行われましたか？試験対策はどのようにされましたか？ 

クラスにより試験時期は多少ずれており、1つテーマが終わるごとに試験があった。 

試験対策としては、授業内で扱われた教材の復習、またはレポートの作成、グループワーク、プレゼ

ンテーション準備をした。 

 

プレゼンテーションスキルやレポート（エッセイ）作成の際の文法チェックなどの語学サポートは大

学で用意されていましたか？ 用意されていない場合は、どのように対応していましたか？ 

語学サポートは十分にあった。希望者を募っての補習等も行われた。 

 

学校全体やクラスで、留学生の割合はどのくらいでしたか？留学生の中で、日本人の割合はどのくら

いでしたか？ 

学校全体：各セメスターで 40 人弱 

学部授業：数名 

日本人の割合：年間を通して 5～6名 

 

クラス外の活動（クラブ、サークルなど）に参加しましたか？どのような活動をしましたか？ 

放課後に学内のサルサ教室に参加していた。 
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現地の学生とどのようにして交流を深めることができましたか？大変だったことはありましたか？ 

学部授業に参加しない限り、現地の学生との交流はあまりなかった。 

学部授業では現地の学生はとてもフレンドリーに接してくれた。 

 

日本人留学生とどのように接していましたか？大変だったことはありましたか？ 

スペイン語習得のために無理に日本語を使うことを控えるわけではなかった。ただ、現地の学生や各

国からの留学生がいる中では日本人同士でもスペイン語を使うように心がけていた。 

 

他国の留学生とどのように接していましたか？大変だったことはありましたか？指導教官とのやり

とりで大変だったことなどはありましたか？ 

クラスを通じて交流を深めたり、プライベートで出かけたりすることで友達が増えていった。 

教員とのトラブルは特になかった。 

 

日本で得ていた情報と食い違っていたところはありましたか？ 

情報の食い違いは、特になかった。現地に着いてから受け入れていったことが多かったので、イメー

ジと大きく外れていると悩むことはなかった。 

 

●宿泊施設 

到着後初めに選んだ宿泊施設は何でしたか？どのようにして宿泊施設を探しましたか？ 

宿泊先は、ホームステイだった。長期留学を決める前に語学研修でメキシコに来た際にお世話になっ

たファミリー（大学側が受け入れを募り決定した）に再度受け入れてもらった。 

 

トラブルはありましたか？その際、どのように対処しましたか？ 

生活していく中での基本的な感覚のずれがあった。具体的には、洗濯機、水・電気の使用限度があっ

たほか、家の 2階に男性を上げてはいけないと言われた。 

 

●現地の食事事情 

普段はどのように食事をされましたか？現地の食事・食材で苦労したことはありましたか？日本の食

材を手に入れることはできましたか？ 

1 日 3 食すべて準備してもらっていた。食に関してのトラブルはなかった。食べるのに抵抗があるも

のや食事の好みは常に尊重されていた。日本の食材については、日本食材店で購入可能だった。 

 

●留学費用・お金の送金方法・管理方法など 

学費(+諸経費)はいくらでしたか？またどのような支払方法が便利でしたか？ 

各セメスターで学費は 20 万円弱ほどで、クレジットカードで支払っていた。 

 

学費以外の生活費は？１か月または留学期間全体の金額を教えてください。 

留学期間全体で生活費は 50～60 万円程度だった。 

 

お金をどのように管理していましたか？日本からの送金が必要な際、どのように送金してもらいまし

たか？ 

銀行口座への振込み、トラベラーズチェック・現金（US ドル）の所持、クレジットカードで管理して

いた。 

 

●医療 

現地で病院にかかられたことはありますか？大学内の医務室や付属病院で医療サービスを受けるこ

とは可能でしたか？ 

病院にかかることはなかった。留学生も含め全ての学生がいつでも受診できる、学内の簡単な医療サ

ービスはあった。 
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●現地での各種相談先／支援組織 

相談先の案内は事前に知らされていましたか？学校内・学校外で問題があったとき、誰に相談しまし

たか？住居などについて支援を受けられるような学生互助会（自治会）などはありましたか？その支

援を受けましたか？ 

ホストファミリー、現地大学の国際交流部、学生部、移民局、学校専属の弁護士に相談できた。支援

を受けたことはなかった。 

 

●治安 

現地の危険地帯情報をどのようにして収集しましたか？現地でどのような防犯対策をしていました

か？盗難などを含む犯罪に巻き込まれたことはありましたか？その際どのように対処しましたか？ 

ニュース、ホストファミリー、学生部掲示板、大使館から情報を収集していた。 

防犯対策としては、一人で夜道・人気の少ない場所を歩くことを避けることと、人が集まる場所での

私物管理を徹底することが重要。私が巻き込まれた犯罪としては次の 2つが挙げられる。 

・満員バスの中で、リュックのポケットに入れていた携帯電話を盗まれた。 

・友人と下校中、後ろから追いかけてきたメキシコ人（一人は走ってきた、残りの二人は車でつけて

きていた）が、友人が手にしていたパソコンを奪いとり、抵抗すると顔をなぐった。犯人は車に乗っ

て逃走した。その後 Cruz Verde(医療機関)に友人を救急車で連れて行った。盗難届けを大学の弁護士

に提出し調査してもらったが、パソコンは戻ってこなかった。 

 

●通信関連 

パソコン、携帯電話、インターネットなどの現地での利用はいかがでしたか？ 

パソコンの使用で特に不自由することなく、日本にいるときのように利用できた。学内で接続に不具

合がある際は、専門の職員が対応し解決してくれる。 

 

●帰国後の進路 

現在の所属をお知らせ下さい。 

メキシコシティ所在の旅行代理店勤務 

 

あなたの留学経験は現在の仕事・学業にどのようにいかされていますか？ 

現在、メキシコで生活する上で必要な基本的な知識や語学面の助けになっている。 

 

●後輩へのアドバイス 

これまでの留学準備と留学生活を振り返って、「日本にいる間にしておけば良かった」と思うことは

ありますか？ 

日本についてもう少し勉強しておけばよかったと思う。外国人として見られるゆえに自国について深

く聞かれることが多かったため。 

 

留学生活を送る際の注意点と、これから留学を考えている後輩への助言をお願いいたします。 

一見安全だと思われる環境にいたとしても、外国にいるということを忘れないで身の回りのことに気

を付けてほしい。留学生活が後に貴重な経験として残るよう、充実した楽しい毎日を送っていただき

たい。メキシコはいろいろな面において日本とは別世界で、日本の常識が通じないなどと感じられる

ことが多いかもしれないが、異文化を知り、受け入れてみることにネガティブにならずに過ごすこと

が、メキシコ留学を満喫するひとつのポイントだと思う。これを読んでくださった皆様の留学が成功

することを願っています。 

 

 


